
●懐かしの映画ポスター展  第21回
　4月17日㈯～４月25日㈰9時～18時
（最終日は～16時）。ジェームズ・

ディーン珠玉の３作品に花を添える和製
ディーン“赤木圭一郎”の２８作品ポス
ターを展示。アビシルベ（我孫子インフォ
メーションセンター）我孫子駅南口徒歩１分。
入館無料。問☎090・3343・2014（懐
かしの映画ポスター友の会：吉澤）

●画家　長縄えい子さんの作品展
　４月１日㈭～２９日㈭㈷9時～17時。
（４月24日）開催予定の森の図書館教養

講座「心の貯金箱をいっぱいに」講師の
画家：長縄さん50余年にわたる作品（ポ
スター、チラシなど）を展示。流山市森の図
書館・ギャラリーガラスケース。月曜休
館。入館無料。※講座は要申込、図書館まで。
　問☎04・7152・3200（同図書館）

●ワンこ・ニャンこ・フクロウ展
　3月20日㈯～4月18日㈰11時～18時。
約300点のフクロウや動物の置物や小

物を展示。ギャラリーよし（流山市加4
－1693－2）流鉄流山線「流山」駅徒歩
約12分、またはつくばエクスプレス「流
山セントラルパーク」駅徒歩約25分。
入場無料。
　問☎04・7157・8144（同ギャラリー）

●2021「国際博物館の日」記念事
業パネル展「船の旅」
　４月20日㈫～６月27日㈰９時～16時

30分。船が交通の主役だった時代の旅の
様子をパネルで紹介。千葉県立関宿城博
物館。月曜休館（５月３日㈷㈪～５日㈷㈬
開館、翌６日休館）入館：一般200円/高・
大学生100円/中学生以下、65歳以上無料
無料。問☎04・7196・1400（同博物館）

●観光案内と地図で見る楚人冠の旅～欧米編
　３月９日㈫～５月９日㈰９時～16時30
分（入館16時まで）。杉村楚人冠が特派員

として欧米に滞在した際に入手した地図や
ガイドブックを中心に、一部関連資料を加
え展示。我孫子市杉村楚人冠記念館。月曜
休館、5月3日開館、5月6日休館。入館：一
般300円/高・大学生200円/中学生以下無料。
　問☎04・7187・1131（同記念館）

参加費・入場料などが有料の催しは

１枠（約135文字）5,000円で掲載。
無料の催しは無料で掲載（ただし、無
料掲載応募多数の場合は抽選になります。）

投稿はメール　mainichi@bunya.ne.jp

 FAX 04・7146・7313　まで

※無料掲載の場合の掲載有無は、

新聞発行前のお答えが出来ません。

お手数ですが、紙面でご確認ください.。

※新型コロナウイルス感染症予防のため、
イベントが中止または延期となる恐れがあ
ります。詳細は、各主催者にお問い合わせ
下さい。

■伝 言 板

●特別展1「プリンス・ト
クガワ-新時代への布石」
　2月6日~6月13日㈰9時

30分～16時30分(閉館17時)。
戸定歴史館（松戸駅東口下車
徒歩約10分、駐車場有)※月
曜休館(祝日の場合はその翌
日)。入館：一般150円(戸定
邸との共通入館券320円)/
高・大学生100円(共通入館
券160円)/中学生以下無料。
　 問☎0 4 7・
3 6 2・2 0 5 0
（同歴史館）

●鉄道模型運転会
４月17日㈯13時～17時・
４月18日㈰10時～16時。

さわやかちば県民プラザ２階
さわやかコーナー（柏市柏の
葉4-3-1）。子どもから大人
まで、どなたでも体験できま
す。本物の運転台に触れる
チャンス！　参加費無料。
　問☎04・7140・8600（同
プラザ）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
は
、失
業
者
、新
卒
で
就

職
で
き
な
い
人
な
ど
を
増
加

さ
せ
、
全
国
的
に
見
て
も

人
々
の
就
労
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

厳
し
い
時
代
に
、救
世
主
の

よ
う
な
就
労
移
行
支
援
事
業

所
が
あ
る
。そ
れ
が
、テ
イ
ク

ハ
ー
ト
我
孫
子
だ
。

　

こ
こ
は
、国
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
、精

神
・
発
達
・
知
的
・
難
病
と
い

っ
た
障
害
を
持
っ
て
い
る
人

を
対
象
と
し
た
、一
般
企
業

等
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
場
所
だ
。

平
成
30
年
11
月
の
開
所
以
来
、

地
方
公
共
団
体
、医
療
・
福
祉

施
設
、保
険
会
社
、一
般
小
売

店
な
ど
20
名
も
の
一
般
就
職

者
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

施
設
長
の
小
野
浩
信
さ
ん

は「
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
が

自
宅
へ
引
き
こ
も
る
の
で
は

な
く
、積
極
的
に
地
域
社
会

へ
出
て
仕
事
に
就
い
て
も
ら

う
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
。利
用
者
は
、毎
朝
10

時
に
来
て
15
時
に
帰
る（
時

間
は
自
由
に
決
め
ら
れ
る
）。

生
活
習
慣
の
改
善
、P
検
定

（
パ
ソ
コ
ン
）や
秘
書
検
、英
検

な
ど
の
資
格
を
要
す
る
テ
キ

ス
ト
や
教
材
は「
無
料
」で
貸

与
。受
験
料
に
つ
い
て
は「
補

助
あ
り
」で
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
、利
用
者
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
心
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
メ

ン
タ
ル
に
つ
い
て
も
き
っ
ち
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
点
も

安
心
だ
。

　

毎
日
、参
加
自
由
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
り
、模
擬
面
接
、

履
歴
書
作
成
、ビ
ジ
ネ
ス
メ

ー
ル
の
書
き
方
な
ど
直
接
就

労
に
必
要
な
も
の
か
ら
、ア
ロ

マ
講
座
、映
画
鑑
賞
、陶
芸
な

ど
趣
味
的
な
講
座
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。休
み
時
間
に
は
、

利
用
者
同
士
、和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ニ
メ
、芸
能
人

の
話
題
で
話
が
弾
む
。

　

事
業
所
で
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
参
加
は
強
要
さ
れ
ず
、

Y
o
u 

T
u
b
e
で
好
き

な
動
画
を
見
た
り
、読
書
を

し
た
り
自
由
に
自
分
時
間
を

過
ご
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

テ
イ
ク
ハ
ー
ト
我
孫
子
の

卒
業
生
で
現
在
は
、特
別
支

援
学
校
の
技
能
員
と
し
て
働

い
て
い
る
F
K
さ
ん（
52
歳
）

は「
こ
こ
に
通
っ
た
お
か
げ
で

就
職
で
き
ま
し
た
。一
番
良
か

っ
た
こ
と
は
、人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。と
に
か

く
ス
タ
ッ
フ
が
親
切
で
す
し
、

実
際
の
面
接
に
同
行
し
て
く

れ
て
、安
心
で
き
ま
し
た
」と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。利
用

者
は
、18
〜
65
歳
ま
で
と
幅

広
い
。

　

事
業
所
内
は
、ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
で
お
茶
も
自

由
に
飲
め
、お
昼
の
お
弁
当

も
無
料
。料
金
が
か
か
る
と

し
た
ら
交
通
費
だ
け
と
い
う

あ
り
が
た
さ
。交
通
費
も
自

治
体
に
よ
っ
て
は
援
助
費
が

支
援
さ
れ
る
。

　

興
味
の
あ
る
人
に
は
、ス
タ

ッ
フ
が
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
る
見
学
、体
験
も
有
り
。本

人
・
ま
た
は
配
偶
者
に
所
得

が
な
い
場
合
、利
用
料
は
無

料
だ
。所
得
に
応
じ
て
、利
用

料
の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら

う
場
合
も
あ
る
が
、約
9
割

の
人
は
無
料
で
利
用
し
て
い

る
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
を
。

（
取
材
・
文
＝
高
井
さ
つ
き
）
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テ
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ハ
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我
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ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

障
害
を
持
っ
て
い
る
方
へ
の
就
労
支
援
！

　
　
　
　
　
テ
イ
ク
ハ
ー
ト
我
孫
子

一人一台のパソコンが与えられ各々勉強

さ
ま
ざ
ま
な

東葛毎日新聞社のお問い合
わせコンタクトフォームよ
り、『掲載依頼』を選択し、
内容と連絡先を記入の上、
申し込み下さい。

２０２１年（令和３年）３月３１日（水）（２）第７２０号

　

医
療
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
新
東

京
病
院
の
先
生
に
、最
新
の
が
ん
診
療
に
つ
い
て
、連
載

で
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
が
長
引
き
、世
界
的
に

が
ん
診
療
に
も
様
々
な
影
響

が
生
じ
て
い
ま
す
。欧
米
諸

国
で
は
日
本
よ
り
高
か
っ
た

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
大
き

く
低
下
し
、米
国
で
は
そ
の

影
響
に
よ
り
新
規
の
が
ん
の

発
見
率
が
半
分
以
下
に
落
ち

て
い
ま
す
。

 

日
本
で
も
、昨
年
の
が
ん
検

診
者
数
は
3
割
以
上
減
少
し

て
い
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。検
診
の
延
期
や
見
送
り

は
、医
療
機
関
側
が
緊
急
を

要
さ
な
い
医
療
を
制
限
す
る

場
合
と
、患
者
側
が
病
院
で

の
コ
ロ
ナ
感
染
を
懸
念
し
て

受
診
控
え
す
る
こ
と
の
二
つ

の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
集

団
検
診
は
延
期
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
し
た
が
、受
託

医
療
機
関
の
多
く
で
は
十
分

な
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
検

診
を
再
開
し
て
い
ま
す
。人

間
ド
ッ
ク
な
ど
の
任
意
型
検

診
も
受
診
可
能
な
施
設
が
多

く
あ
り
ま
す
。定
期
検
診
を

延
期
し
て
い
る
方
は
、こ
れ
以

上
遅
延
し
な
い
よ
う
に
受
診

を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

特
に
何
ら
か
の
症
状
が
あ

る
場
合
や
、過
去
の
検
診
で

要
精
査
だ
っ
た
の
に
精
密
検

査
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

病
気
が
見
つ
か
る
確
率
が
高

い
の
で
早
め
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
で
は
が
ん
治

療
の
遅
れ
に
よ
る
治
療
成
績

の
悪
化
も
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。英
国
の
最
新
の
研
究

で
は
、コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

診
断
と
治
療
の
遅
れ
に
よ
り
、

大
腸
が
ん
で
16
%
、乳
が
ん

で
9
%
、食
道
が
ん
で
6
%
、

肺
が
ん
で
5
%
の
が
ん
死
亡

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。日
本
で
は
明
確
な
デ

ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、昨

年
末
の
患
者
団
体
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、が
ん
治
療
を
受

け
て
い
る
人
の
8
人
に
1
人

が
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
に
治

療
の
延
期
や
変
更
を
経
験
し

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

を
抑
え
る
こ
と
は
、必
要
な

患
者
さ
ん
が
滞
り
な
く
が
ん

治
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に

も
極
め
て
重
要
で
す
。ワ
ク
チ

ン
を
含
む
対
策
で
流
行
の
抑

制
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

新
東
京
病
院　

消
化
器
が
ん

腹
腔
鏡
・ロ
ボ
ッ
ト
手
術
セ
ン

タ
ー
長　

岡
部 

寛 

先
生

■
新
東
京
病
院

通
常
診
療
・
診
察
は
、松
戸
駅

東
口
徒
歩
２
分
の
新
東
京
ク

リ
ニ
ッ
ク
へ
。

　

問
☎
０
４
７
・
３
６
６
・
７

０
０
０（
代
表
）受
付
８
時
〜

11
時
30
分
・
13
時
30
分
〜
16

時（
日
曜
･
祝
祭
日
休
診
）

 

連
載 

「
が
ん
診
療
最
前
線
」

２7
．新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
流
行
が

　　　

が
ん
診
療
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響

消化器外科
新東京病院

ホームページ

岡部寛先生

☎03-6265-6966  ◆申し込み／毎日新聞旅行〈東葛〉係 

（10時～17時30分、土曜９時30分～12時、日祝休み）後援・東葛毎日新聞社

日帰り

　　　　　お座敷列車 『華』 で行く

ツツジ ・ フジ ・ ミズバショウの名所へ
　　　　　お座敷列車 『華』 で行く

ツツジ ・ フジ ・ ミズバショウの名所へ

渋滞をさけて往復貸切渋滞をさけて往復貸切

旅行代金
　　　　　　　　　　　／1３，980円（税込・おひとり）　5月1日㈯出発日(日帰り)

各コース
共通

◆食事／昼食（お弁当）付き　◆添乗員同行　◆最少催行人員

　（2コース合計）／70名　◆利用バス会社／弊社協力バス会社予定

◆コース／上野7時54分発〈貸切お座敷列車「華」〉大宮乗車可―新町〈貸

切バス〉片品・水芭蕉の森（小型バスに乗り換え）▷木道散策～約1万株＝

吹割の滝（日本の滝百選）＝新町〈「華」〉大宮下車可―上野20時38分着

◆コース／上野7時54分発〈貸切お座敷列車「華」〉大宮乗車可―熊谷

〈貸切バス〉館林（1万株のツツジ）＝あしかがフラワーパーク（樹齢百

年を超すフジ）＝熊谷〈「華」〉大宮下車可―上野20時38分着 

大型バスでは行けない片品 水芭蕉の森と 新緑の吹割の滝　コース№【Ｃ０１００－５３】大型バスでは行けない片品 水芭蕉の森と 新緑の吹割の滝　コース№【Ｃ０１００－５３】

館林ツツジとあしかがフラワーパークのフジ　　　　　　　　　　　　　   コース№【Ｃ００９９－５３】館林ツツジとあしかがフラワーパークのフジ　　　　　　　　　　　　　   コース№【Ｃ００９９－５３】

　乗るだけで楽しくなるJR

東日本のジョイフルトレイ

ン・貸切お座敷列車「華」。

全車両の明るい車内には、

快適な畳敷きの座席、掘

りごたつ、座椅子にもたれ

て列車の旅が楽しめます。

ご参加人数の定員を半分

にして、ゆとりの空間。

我
孫
子

我
孫
子

流
山

流
山

野
田

松
戸

柏


